
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆断層について 
前回ご意見いただいたように、坂祝町には梅原断層が通っ

ていますが、いろいろ調べても場所が特定される資料が出てき
ません。これから地質調査を進め、断層があることがわかった
ら、地震に強くなるよう設計に反映させたいと思っています。 

◆「基本計画案のたたき台」について 
「基本理念」は、昨年度に策定した「基本構想」を継承し

（1）子どもを中心に多世代交流が図られる拠点 
（2）自然を生かした自然が感じられる拠点 
（3）だれもが気軽に集える相談できる拠点としています。 

「第２章 基本計画」の「4.計画地および周辺の現況整
理」では、今年度１回めの「ツクリバ」で行なった建設予定
地のフィールドワークとグループワーク「発見マップづくり」で挙
げられた「強み」と「弱み」をまとめています。 
「5.施設計画で大切にしたい方針」は、第３回「ツクリ

バ」で、施設の配置や機能のつながりを検討していただいた
結果を踏まえて、次の３つにまとめています。 
（1）周辺景観や自然と「調和した建築」 
（2）ひとにも環境にも「やさしい建築」 
（3）将来拡張が可能な「成長する建築」 
「8.各室の面積想定」では、各部屋の事業内容や将来

の利用者数を想定して、面積を算出しています。 

3 月 4 日の日曜日の午前中、中央公民館２階研修室で、坂祝町

子育て環境整備ワークショップ「つどい場ツクリバ（以下、「ツ

クリバ」）」【基本計画検討編】第 5 回（最終回）を開催しました。

参加者は、町民および事務局合わせて 40 名でした。 

この日は、最初に南山町長からあいさつがありました。そして、

事務局から、これまでの「ツクリバ」を受けてまとめた基本計画

案のたたき台等について説明等を聞いたあと、6 つのグループに

分かれ、たたき台の「いいところ」「改善点」についてアイデア

を出し合い、最後に全員で発表・共有しました。 
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子育て環境整備ワークショップ 

つどい場 
ツクリバ 

【基本計画検討編】 

平成   年度 坂祝町 29 

2.事務局より「基本計画案」説明 

1.南山町長 あいさつ 
これまで５回に渡ってご協議いた

だき本当にありがとうございます。元々
あった二つの案のうち、議会は A案で
議決しましたので、A 案で検討するこ
とをお願いし、進めていただきました。 
可児市ではアーラ（文化創造セ

ンター）をつくる時、市民参加で会
議を重ね、そこで出されたアイデアが 

設計にたくさん生かされているので、今回坂祝町でも「ツクリ
バ」を開いて町民の皆さんからご意見をいただくことにしました。
これから行う設計は何社かの中から一番安い所にお願いする 

「入札」ではなく、これまでに「ツクリバ」からつくり出した我々の
考え方を取り込んでしっかりやってくれそうな会社を選ぶ「プロ
ポーザル方式」を導入して進めていきます。この時、デザイン
がすごいということではなく、バリアフリーなどの機能にもしっかり
こだわって、使う我々の身になって設計していただけるような
会社を選んでいきたいなと思っています。 
今日でこの「ツクリバ」が終わりではなく、また設計段階でも

町民の皆さんにも見ていただきながらご意見をいただき、より
よいものにしていければいいなと思います。 
この施設は、子育て支援を中心に坂祝町の未来へつな

がる重要な建物だと思っています。よろしくお願いします。 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂祝町教育委員会 こども課 
電 話：0574－66－2410（ダイヤルイン） 
F A X：0574－26－7097 
✉ kodomo@town.sakahogi.gifu.jp 

 

 

ひとことアンケートより                        
基本計画の案が出たことで、良い所と改善
した方が良い所が見えてきた／前向きな意
見が多くて良かった／スタッフ・利用者の見
込み数の把握は大切／方向が定まってく
れば心が１つになる／もっと早く町長
（町）の思いや考えを聞く機会があれば
良かった／来年以降の WS などでもっと若
い世代が参加してくれるといいなと思います
／人材育成等は今から先を見通して準備
していくことが大切だと思います ほか 

３．グループワーク「磨き上げよう！たたき台」 

「9.基本計画図」は、第３回「ツクリバ」でみなさんからい
ただいたアイデアをまとめると、こんな形になるのかな、というこ
とで作成したイメージ図です。配置等は今後の基本設計・
実施設計で決定するため、正式な計画図ではありません。 
第３章は管理運営について。第４回「ツクリバ」でいただ

いた意見をもとに「1.管理運営で大切にしたい方針」として 
（１）利用者サービスを第一に考えた管理運営 
（２）職員・スタッフの計画的配置と人材育成 
（３）多様な主体の参画と協働による連携構築 
の３つを掲げました。 
また、開館時間や休館日、利用料金、運営組織、スタッ

フ・職員などの管理運営のあり方についても、「ツクリバ」での
話し合いを通して得られた方向性を整理していますが、今後
さらにじゅうぶんな検討が必要だと考えています。 
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■ここは、イーネ！（手応え・共感） 
・周辺景観や自然と「調和した建築」、ひとにも環境にも「やさしい建築」、 
将来拡張が可能な「成長する建築」、などの方針がいい！ 
・カフェやフリースペースなど、交流スペースがあるのは良い 
・総合的に大変よくできている  など 

■こうしたら？もっとよくなる（改善・提案） 
建設予定地 
・違う土地での検討。断層のない所 

・つくんこ教室とアンブレラは、学校近くのコミュニティセンター周辺の方が良い 
各室に求められる空間性能・基本計画図 
・「つくんこ教室」については、現場や利用者を中心に話し合うことが大切 
・図書コーナーは、つくるなら中央公民館図書室との棲み分けを考える 
・アンブレラにも相談室に類する部屋が必要 
・安全上、道路（真ん中）と調整池の位置に対策があった方がよい 
・建物と公園の間の通路はない方が安全な気がする 
各室の面積想定 
・必要面積は現場の人でないと分からない部分が多いので説明があると良い 
管理運営 
・職員・スタッフの配置と人材育成。利用者、職員数の想定・把握を など 


